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E770Z620H26
各部のなまえと取付けかた 器具の取付けは取扱説明書に従い行う（不確実な取付けは、器具落下・感電・火災の原因）

本体

枠

電源
端子台

電源ユニット

取付ばね

信号線
端子台

ねじ固定用穴
（φ4.5）

アーム

Ｖばね

<上図はEL-D9011NS/6Wを示す＞

落下防止ワイヤ②

落下防止
ワイヤ①

埋込穴径
φ250　mm＋2

 0

取付可能天井厚
8～25mm

E770Z620G04

○ 指定埋込穴径φ 250+20  mmであける。
○埋込穴をあける際は専用工具を用いる。

1 取付前の確認
○ 器具質量（約 4.4kg）に十分耐えるよう、取付部の強度を確保する。
○補強材を入れる場合、天井内で動かないよう固定する。
　注） ロックウール、珪酸カルシウム板等、柔らかい天井に取付ける場合は
 天井材損傷、枠と天井面の間にすき間ができることがあるので、
 天井上面と取付ばねの間に補強材を入れる。
 （不備があると天井材の破損、落下の原因）

2 天井に埋込穴をあける

断熱材・防音材を使用する場合は、次の取付条件を守る。

器具の取付けは質量に耐える所に
取付ける。（落下の原因）

30cm以上

被照射面器具と被照射面は30cm以上離す。
（被照射物の変形・変色の原因）

10cm以上
離す

10cm
以上
離す

10cm以上
離す 電源線

本体

断熱材
防音材

10cm以上
離す 

断熱材
防音材 電源ﾕﾆｯﾄ

10cm
以上
離す

電源線は、断熱材・防音材の上側にくるようにする。
電源ユニットの上に断熱材がかぶらないようにする。

電源線に張力がかからないように
図のように電源端子台より天井面
側へ向かって折り曲げる。

電源線

接続状態

3 落下防止ワイヤを設置する
　○下図のように必ず落下防止ワイヤを設置する。
　○ 落下防止ワイヤ①を吊ボルトまたは躯体に廻し掛ける。
　　落下防止ワイヤ②に取付けられているジョイントの
　　ねじを緩め、落下防止ワイヤ①の先端を
　　ジョイントに引っ掛け、ジョイントの
　　ねじを締める。

落下防止ワイヤを確実に取付ける。
（万一の落下によりけがの原因とな
るので、取付時は必ず落下防止ワ
イヤを確実に取付ける。）

躯体

落下防止
ワイヤ①

ジョイントに引っ掛ける。
(拡大図A)

拡大図A

ジョイント

電源ユニット

Mバー

吊ボルト

電源ユニットは
Ｍバーを超える
ように設置する。

電源ユニット

落下防止
ワイヤ②

落下防止
ワイヤ②

落下防止
ワイヤ①

電源側
送り側

電源線
低電位側

電源線
高電位側

皮むき長さ
9～13mm

アース線

アース
確実に
差し込む

外被

はずし穴

電源
端子台

○ 電源線を電源端子台から取り外すときは、幅６mmのマイナス
ドライバーを、はずし穴へまっすぐに差し込む。

4 電源線を電源端子台に接続する
（1） 電源線を電源端子台の差し込み穴に確実に

差し込む。
（2） アース線を差し込み穴に確実に差し込む。

○電源端子台の容量は15Aです。
○適合電線： φ 1.6mm単線
 φ 2.0mm単線

断熱施工天井に取付けない。
（火災の原因）

○ 電源線を電源端子台の差し込み穴に確実に差し込む。（接続
が不完全な場合は、接続不良による発熱により火災の原因）

○アース工事は電気設備の技術基準に従い行う。
　（アース工事が不完全な場合は感電・火災の原因）
○送り配線は照明器具専用とし、容量を確認して接続する。
　（容量を超えると電源端子台が過熱・損傷し火災の原因）
○ 電源の接続は適合太さの電源線を指定長さに被覆をむき、
　１本ずつ速結端子の奥まで差し込む。
　（差し込み不十分は接触不良により火災・感電の原因）
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5 信号線を信号線端子台に接続する
○信号線を信号線端子台の差し込み穴に確実に差し込む。
　適合信号線　φ 0.9 ｍｍ、またはφ 1.2 ｍｍ
　　　　　　　FCPEV-1P 単線
　（接続が不完全な場合、動作不良の原因）

確実に
差し込む

はずし穴
皮むき長さ
9～11mm

外被

信号線端子台

信号線端子台には電源線を接続しない。
（過熱・損傷し火災の原因）

6 押さえ金具をセットする
○ 押さえ金具をアームの最上端まで引き上げる。
　このとき、Vばねを両側より少しつまむと上がりやすくなる。
Vばねの曲げに沿って、押さえ金具はアームに密着する。

Vばね

アーム

押さえ金具
ガイド穴

押さえ金具

爪
押し上げる

Ｖばねを両側より
つまむ

 押さえ金具の爪が、ガイド穴に
入ったことを確認する。

7 器具を埋込穴に入れる
①天井埋込穴に電源ユニットを挿入する。
　・電源ユニットはＭバーを超えるように設置する。
　・ 電源ユニットは天井裏の平らな所に反転、横転しないよう設置する。また、本体に接触しないようにする。
　・電源ユニットは木ねじ（客先手配）で固定することができる。

天井

取付ばね
（3本）

②-2
縮ませる

②-1
縮ませる

② -1  電源ユニット側の取付ばね１本を矢印の方向へ縮ませ、
　　 天井埋込穴に挿入する。
② -2 残りの取付ばね２本を縮ませ天井埋込穴に挿入する。
② -3 本体をまっすぐ押し込む。引き落としばねが天井材に
　　 あたり、押さえ金具が下がって天井に固定される。
　　ばねが作動するまで本体の枠を押し込む。

②本体を埋込穴に入れる。



押し上げる

天井

②-3

8 器具のはずしかた
（1）   枠をつかみ、本体が止まるまで

ゆっくり下へ引き下げる。
（2） 本体を少し持ち上げる（押さえ
 金具がアームに密着する）。

天井

（3）取付ばねを
押さえる

（1）引き下げる

（3）取付ばねを
押さえる上部を

押さえる

（2）少し
持ち上げる 無理に本体を引き下げない。

（天井材損傷・器具落下の原因）

注意

（4） 電源端子台のはずし穴を押し、電源線を引き抜く。
（5） 信号線端子台のはずし穴を押し、信号線を引き抜く。

アーム

押さえ金具

（１） （２）

枠
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・ 本器具は壁スイッチ操作により点灯モードを『定格モード』－『省電力モード』の２段階に切り替えることが可能です。
・ 点灯モードの切替については、別紙「点灯モードの設定・切替」を参照してください。

      　　　　モードの動作説明

引き落としばねに触らない。
（引き落としばねに触ると押さえ
金具が落ち、指をはさみ、けが
の原因）

警告

引き落としばね

押さえ金具

指を引き落としばねにかけない。
（指をはさみ、けがの原因）

警告

引き落としばね

（3）  取付ばねの上部を押さえながら、引掛かりを外し、埋込穴から本体を外す。
　注） 無理に引き下げると天井材破損の恐れがある。
　注） 天井材が厚いときは、取付ばねの上部を押して外す。

　○ 天井材が薄く弱いときには、片方の手で天井材を押さえながら、押さえた
　　天井側の枠を引き下げる。（片側ずつ交互に枠を引き下げる。）
　○ 指が引き落としばねにかかっていると引き下げができず、器具の取り外しが

できないので、指をかけない。





点灯モードの設定・切替
（定格モード ⇔ 省電力モード）

省電力モード定格モード

1器具取付後の点灯モード設定

2メモリー機能

3リセット操作

定格モード 省電力モード

消　　　　　灯

本器具は、壁スイッチ操作または、調光信号の制御により器具の点灯モードを切替えることができます。
・定格モード
・省電力モード（光源寿命末期まで、常に定格モードの約８５％の光束を維持するよう設定されています。）

 出荷時は定格モードに設定しています。

○ 点灯モード設定を切替える場合は、消灯状態で壁スイッチのON－OFF操作を 3回繰り返してください。
　※ 壁スイッチの操作は、ON（1～ 2秒）－OFF（1～ 2秒）の間で行ってください。
　※ ON－ OFF操作を繰り返した後は、最後のOFFから 2秒以内に電源をON（４回目）して、
 5 秒以上点灯させてください。
　※ 調光信号の制御にて切替える場合は、調光信号のON－OFF操作にて行ってください。

○ 消灯時の点灯モードを記憶しています。
　再点灯時は、消灯前の点灯モードで点灯します。

○ 器具間の点灯モードが揃わない場合は、一度リセットを実施してください。

○ リセットを実施する場合は、消灯状態で壁スイッチのON－OFF操作を 4回繰り返してください。
　いずれの点灯モードからも定格モードへリセットされます。
　※ 壁スイッチの操作は、ON（1～ 2秒）－OFF（1～ 2秒）の間で行ってください。
　※ ON－ OFF操作を繰り返した後は、最後のOFFから 2秒以内に電源をON（５回目）して、
 5 秒以上点灯させてください。
　※ 調光信号の制御にて切替える場合は、調光信号のON－OFF操作にて行ってください。

○ リセット操作の完了は、明るさの変化によりお知らせします。
　 リセット操作後に明るさが１回変化すればリセット完了となり定格モードでの点灯状態を維持します。

○ 点灯モード切替完了のお知らせ（明るさの変化によりお知らせします。）
　・定格モード：明るさが１回変化します。
　・省電力モード：明るさが２回変化します。

4点灯モードの確認
○ 点灯モードの確認をする場合は、消灯状態で壁スイッチのON－OFF操作を２回繰り返してください。
　※ 壁スイッチの操作は、ON（1～ 2秒）－OFF（1～ 2秒）の間で行ってください。
　※ ON－ OFF操作を繰り返した後は、最後のOFFから 2秒以内に電源をON（３回目）して、
 5 秒以上点灯させてください。
　※ 調光信号の制御にて切替える場合は、調光信号のON－OFF操作にて行ってください。
　・定格出力の設定時：明るさが１回変化します。
　・省電力設定時　　：明るさが２回変化します。

E770Z628H21保管用

この説明書は、
再生紙を使用
しています。

〒247ｰ0056　神奈川県鎌倉市大船2ｰ14ｰ40
　（0467）41ｰ2729 （営業本部）
　（0467）41ｰ2773 （品質保証部サービス課）


